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研究成果の概要（和文）：アクティブフレネルレンズ型超音波アレイを作成した。作成した超音

波アレイを用いて超音波を発振した結果、集束音場を形成することを確認した。また、焦点を

任意の点に移動させることにも成功した。 
 
研究成果の概要（英文）：Active flesnel lens type ultrasound device was constructed. When 
ultrasound was irradiated by using the ultrasound device, the focal point was observed. 
The focus can be put on an arbitrary point. 
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１．研究開始当初の背景 
超音波エネルギーを利用した癌の局所治療
は超音波による化学反応が時間空間的によ
く制御できる技術として確立される必要が
ある。しかしながら、化学反応が起こる位置
を動かしたり、サイズを大きくしたり小さく
したりするような空間的な制御がほとんど
できていない 
２．研究の目的 
超音波の収束点を電子的にスキャニングで

きるアクティブフレネルレンズ型超音波シス
テムを開発する。たった１種類の信号を利用
して超音波アレイを駆動し、任意の点にエネ
ルギーを集中させる。ジェネレータとアンプ
を１組用意し、音のフレネルレンズのソフト

ウェア制御システムを作製する。この超音波
アレイを用いて化学反応を誘起し、その分布
計測および分布の制御まで行いたい。 
 
３．研究の方法 
シミュレーションによるアレイの設計から研
究を始め、リニアアレイによる平面上の音場お
よび化学反応制御実験を行う。2Dアレイに拡張
し、音場および反応の三次元的な制御法を確立
する。水槽内での実験で良好な結果が得られた
後に、動物実験に移行する。 
 
４．研究成果 
超音波の集束点をPCディスプレイ上に表示
し、音場制御可能空間内の任意の点でマウス
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クリックするとその点で音波が集束するアレ
イパターンを形成するソフトウェアを構築し
た。実際にリニアアレイトランスデューサに
フレネルゾーンを適用させ、超音波を任意の
位置に集束できるのか検証し、PCディスプレ
イ上と同様の集束音場を形成することを確認
した。このアレイトランスデューサで生体組
織中の細胞加熱が可能どうか検証した。生体
組織として鶏肉のササミを使用し、加熱によ
って組織の温度が変化するかどうかを測定し
、さらに細胞が加熱によって変色するかどう
かを確認した。 
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